
（別紙３）

～ 2024年9月20日

（対象者数） 17 （回答者数）
9

～ 2024年9月20日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
従業員の知識・技術向上のための研修頻度の向上

外部への見学・研修の参加

2
今まで取り組んでこなかった活動への挑戦

新しい情報へのアクセス

3 外部の専門家等の意見の聴取の機会を設ける

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域住民との交流イベントへの参加や避難訓練等の協力に向

けての取り組みが必要

2
保護者の交流機会を設けられるような施設見学会や事業所イ

ベントの開催が必要

3
他の事業所との連携、相談支援事業所や市・区役所などを通

じての情報収集を積極的に行う必要がある

○事業所名 はぐくみの家　オリーブ

○保護者評価実施期間
2024年9月9日

○保護者評価有効回答数

2024年9月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年9月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

第三者機関などからの評価の実施 外部機関との情報交換・交流機会の不足

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域住民や放課後児童クラブ等との交流 地域住民や他施設との情報交換・交流機会の欠如

父母会の開催やペアレントトレーニングへの取り組み
利用者・保護者の地域分散、保護者の特性・属性の多様性：国

籍、対象学区や学校（通常級、支援級、特別支援学校など）

子どもの特性に合った支援計画および実行

日々の支援について情報共有・意見交換の場面を多く設けてい

る

集団で一律な応対ではなく、子ども一人一人の特性や状態に

あった支援となるよう計画立案を行い、実行した際には日々再

評価・修正を行う

活動内容
子どもの社会性獲得や運動・認知・コミュニケーションなど

様々な能力向上に向けたプログラムを立案・実行している

多職種および従業員の連携
様々な経験や知識、資格を有する従業員が意見を交わし、日々

の生活や活動内容などを改善できるようにしている

事業所における自己評価総括表公表


